











































とであるが、氏の「正規の軍団」が律令的仕軍団を志向している以上これは当然の結論であろう。問題は当時の軍団 構成が豪族の私兵中心であったか 或いはどの程度官の統制（律令制とは限らぬ）が加えられていたかの点にこそ存するのである。関晃氏は斯かる観点から、直接壬申紀より大海人皇子軍の主力を構成した東国軍の性格を考究 、史料的には「正規 軍団」の存在は否定せざるを得ないが、乱の推移 おいて、僅か四日以内 短時日に数万の大 動員集結をなす為 「素朴ではあるが 兵的な要素を考えないわけには行かない」と高橋氏説を一歩前進させ（3
） 


















が如何にあったかを究める事は重要な視点であ 。井上光貞氏は大化前代の大和朝廷の軍事的基礎は主と て東国の国造の子弟上番によぺて成る親衛軍としての舎人軍であって、 が改新後、兵制が整備されるに到って、親衛軍 組織 拡大され五衛府 おかれ、また諸国に軍団がおかれるよう なったとして‘大和朝廷は大化前代から相当しっかりした軍隊を持ち、大化改新後それが発展拡充していったとするので
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結論的に言えば既述の如く両説対立 域を出 ず、これを推し進めて乱の性格を追求する事は甚だ困難なのではあるまいか。軍団の性格を ずる事が乱の性格を把握す 上に必らずしも 郊 はないのではなかろうかと考えられるのである。
．ー 
近時‘古代の軍制の問題は一つの焦点となっている如くである








































































































































ろうが、それが外征の首途を祝して名付けられたものであろうとする私見が一応認められるならば 太平記の作者がこれを壬申の乱の時の事に準えて引用したとしても大 て不思議は い。寧ろ史上に隠れもない壬申の乱に比定する方が遥かに説得力を持った
（ げ ）
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二 の 六 ）
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示 機 要 一 。
而先
発










美 濃 師 コ 一
千人一。得
ν塞ニ不破道一
。」（六月二六日）と見えると
ころよりすれば、美濃国一国の兵三千と考えるのが順当であり
、そ
う
考えれば私見の尾張国で多くとも、二、六
OO
と比
して三千の数も穏当である
。
更に派遣の舎
人についても、彼
等
と
美濃
国の土
豪
と の
関係を辿る事からもこの解釈は支持で
きるのであるがそれはここでは省く。
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